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イタリア都市史研究への挑戦－その軌跡と展望
シンポジウム

イタリア文化会館ホール
（東京都千代田区九段南 2-1-30、東京メトロ東西線、半蔵門線、都営新宿線「九段下駅」（出口 2）徒歩約 10 分

2023 年 7月 7日  （金） 13.00 - 18.00 

I   古代と中世

研究の軌跡と展望 13.35‐16.50
趣旨説明

黒田泰介「ルッカ：スポリア、再利用、そしてレスタウロ」
片山伸也「シエナの壁からポルティコの町へ ─ 建築と都市の境界」

【主催】 イタリア文化会館、 都市史学会 【後援】 日本建築学会、 建築史学会、 地中海学会 【参加費】 無料
【参加申込み】 事前に右記 URL または QR コードよりお申込みください。 https://iictokyobooking.net/rsv/6206/
【お問い合わせ】 eventi.iictokyo@esteri.it   イタリア文化会館

 simpo.storiaditalia2023@gmail.com   「シンポジウム: イタリア都市史研究への挑戦」 実行委員会

休憩  16.50-17.00

 陣内秀信 × 野口昌夫  司会＝伊藤毅 17.00-18.00

ご挨拶 

【総合司会】伊藤毅

Simposio : Una nuova visione della storia dell’ urbanistica italiana - Tracce e prospettive

シルヴァーナ・デマイオ 13.00‐13.05（イタリア文化会館館長）
野口昌夫 13.05‐13.35

対談

植田 曉「構造的に読むオルチャ渓谷のテリトーリオ」
稲益祐太「プーリアの建築・都市・テリトーリオの空間史」
福村任生「文化的景観としてのアゾロ」  

會田涼子「歴史的都市フィレンツェの近代化とその後」
樋渡 彩「19 世紀から 20 世紀初頭におけるヴェネツィアの空間構造の変化」

赤松加寿江「近世フィレンツェの祝祭からみた ふるまいの空間・領域・景観」
青木香代子「近世ヴェネツィアにおける社会的変革と都市空間」

IV  テリトーリオ

III   近代

II  ルネッサンス

イタリア軍事地理研究所
転載許可番号：2023年5月26日 第7165号

イタリア地図：Carta d’Italia (1:250,000)をもとにトレース
dai �pi dell’ISTITUTO GEOGRAFICO MILITARE
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北海学園大学客員研究員

バーリ工科大学留学

東海大学准教授

法政大学大学院工学研究科
建設工学専攻博士後期課程満期退学 
博士（工学）

法政大学大学院デザイン工学研究科
建築学専攻博士後期課程修了
博士（工学）

東京大学大学院工学系研究科
博士課程修了
博士（工学）

日本大学助教

趣旨説明

司会・対談

講演者一覧

日本におけるイタリア都市史研究は、1973 年から 75 年にかけて東京大学大学院からイタリア政府給費留学生としてヴェネツィア建
築大学に留学した陣内秀信先生が帰国後に出版された『都市住宅』特集：都市の思想の転換点としての保存―イタリア都市・歴史的街
区の再生（1976 年）と『イタリア都市再生の論理』（1978 年）から本格的に始まりました。

陣内先生が留学した年から 50 年の歳月が流れましたが、その間、少しずつではありますが、その弟子たちが育っていきました。先生
から薫陶を受けた私は、フィレンツェ大学留学後、1989 年に東京藝術大学に着任し研究室をもちましたが、その第１期生と第２期生は
2 人とも教授として大学でイタリア都市・建築を教えています。

その後、研究室からは 3 人の女性が学位を取得し、それぞれ大学の准教授、専任講師として教鞭をとっています。以上の 5 人のうち、
4 人はフィレンツェ大学に、1 人はヴェネツィア建築大学にイタリア給費政府留学生として、それぞれの大学の教授たちの指導を受け、
帰国後に私の研究室で学位論文を書きました。

一方、私の師である陣内先生はイタリア以外の世界中の都市の調査研究をされていましたので、様々な地域の都市研究者を育てられ
ました。その中でローマ大学、バーリ大学、ヴェネツィア建築大学に留学したイタリア都市史研究者がそれぞれ活躍しています。この 3
人は、特に都市史をより広い範囲でとらえるテリトーリオ史を研究対象としています。

また、近年、東京大学の伊藤毅先生の研究室でもイタリアの都市史、テリトーリオ史の研究が開始され、陣内先生、伊藤先生、私の
3 人が東大で大学院生の指導を行うという楽しいゼミが何度かありました。その中で、ローマ大学に留学し、帰国後、トレヴィーゾの
アゾロを対象に、都市とテリトーリオの研究論文で学位を取得した研究者が生まれました。

このシンポジウムは陣内先生、伊藤先生、私が長年にわたって指導し、立派に成長した若手の研究者 9 人に発表してもらい、それを
もとに、私たち 3 人がこの 50 年の流れを振り返るとともに、若い研究者たちの研究の動向を踏まえて、今後のイタリア都市史研究の展
望を語る機会としたいと思います。（野口昌夫）

赤松加寿江

京都工芸繊維大学准教授 

樋渡 彩

近畿大学専任講師

黒田泰介

Takeshi Ito

Taisuke Kuroda

Kayoko Aoki

Satoshi Ueda

Shinya Katayama

Ryoko Kaita

Yuta Inamasu

Kazue Akamatsu

Aya Hiwatashi

Mizuki Fukumura

Hidenobu Jinnai Masao Noguchi
伊藤 毅  

関東学院大学教授

フィレンツェ大学留学 フィレンツェ大学留学

フィレンツェ大学留学

フィレンツェ大学留学

東京藝術大学大学院美術研究科
博士課程修了
博士（美術）

東京藝術大学大学院美術研究科
博士課程修了
博士（美術）

東京藝術大学大学院美術研究科
博士課程修了
博士（美術）

工学院大学大学院工学研究科
建築学専攻前期博士課程修了
博士（工学）

ヴェネツィア建築大学留学 ヴェネツィア建築大学留学

ローマ大学留学 ローマ大学留学

青木香代子

多摩美術大学准教授

片山伸也

日本女子大学教授
東京藝術大学大学院美術研究科
博士課程満期退学
博士（美術）

東京藝術大学大学院美術研究科
博士課程満期退学 
博士（美術）

會田涼子

近畿大学専任講師

東京大学名誉教授
青山学院大学客員教授
工学博士

主な著書：『都市の空間史』、『日本都市史・建築史事
典』、『イタリアの中世都市－アゾロの建築から領域
まで』、『青山都市領域 Book I ～ IV 渋谷編・南青山編・
表参道編・外苑前編』など。

陣内秀信

法政大学江戸東京研究センター特任教授
中央区立郷土資料館館長
工学博士
主な著書：『ヴェネツィア―水上の迷宮都市』、『イタリ
アのテリトーリオ戦略―甦る都市と農村の交流』、『トス
カーナ・オルチャ渓谷のテリトーリオ―都市と田園の風
景を読む』など。

サントリー学芸賞、地中海学会賞、イタリア共和国功労
勲章、日本建築学会賞、ローマ大学名誉学士号、アマル
フィ名誉市民、ANCSA アルガン賞他受賞

日本建築学会賞、建築史学会賞、
日本建築学会奨励賞受賞 都市史学会常任委員、地中海学会常任委員

アカデミア・デリ・エウテレーティ海外会員

野口昌夫

東京藝術大学名誉教授
工学博士

主な著書：『南イタリア小都市紀行―地中海に輝く
ミクロポリス』、『イタリア都市の諸相―都市は歴史
を語る』、『ルネッサンスの演出家ヴァザーリ』など。
主な訳書：『イタリアのヴィラと庭園』、『ルネッサ
ンスの都市』など。

福村任生

イタリア文化会館
http://www.iictokyo.esteri.it

〒102-0074 東京都千代田区九段南 2-1-30
2-1-30 Kudan Minami, Chiyoda-ku, Tokyo

ISTITUTO ITALIANO DI CULTURA

植田 曉 稲益祐太

会場地図文化会館HP


